
25 年度地域密着型金融推進計画 
取 組 み 状 況 

平成 25 年 4 月～26 年 3 月 

≪重点事項および具体的目標≫ 

 平成 25 年度目標 平成 25 年度実績 
１． 取引企業先に対する経営相談・支援機能の強

化 

 

 ○ 帯同訪問による融資 

（事業所開拓による取組み） 
 120 件 

 8 億円 

 141 件 

8 億円 

○ 地元優良企業に対する低金利の無担保特別

融資の取組み 
1 件 

 10 億円 

 0 件 

0 億円 

２． 事業再生に向けた積極的な取組み   
 ○ 病院再生による融資        5 先 

   15 億円 

1 先 

      2.6 億円

３． 担保・保証に過度に依存しない融資推進   
 ○ 法人・個人事業者向けローンの取組み   150 件 

 2 億円 

179 件 

     1.9 億円 

４． 中小企業の資金調達手法の多様化等  
 ○ 債権（売掛金）譲渡担保融資   10 件 

   8 億円 

       7 件 

 4 億円 

○ 保証協会付融資  530 件 

 16 億円 

 280 件 

      15 億円

                                    以上 
≪地域密着型金融推進計画の要約≫ 

項 目 具 体 的 な 取 組 み 

１． ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化  

 (1) 取引先企業に対する経営相談・支援機能の

強化 

 

 ① CRD による経営診断の利用 

CRD とは、中小企業基盤整備機構の経

営自己診断システムです。 

 CRD によるスコアリング分析を利用することにより、

取引先の経営改善項目を明確にし、企業価値を高

める活動を行ないます。 

取 組 状 況  CRD によるスコアリング分析により赤字や債務超過

といった表面的な事項をもって判断するのではなく、

事業からのキャッシュフローを重視し、担保・保証に

過度に依存しない融資態勢を構築し取引先の支援を

行いました。 

また、実態財務分析を行うことで当組合職員のスキ

ルアップも図れており、取引先の企業価値を高める

経営指導にも活用しております。 
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 (2) 経営改善支援の取組強化  

 ① 病院再生融資の支援 

 

② 中小企業等金融円滑化への対応 

 地域経済を活発にする原動力である病院等の再生

に向けた取組みを推進いたします。 

 金融円滑化法の終了後も、中小零細事業者に対す

る円滑な資金供給のため、新規融資に積極的に取

組みます。 

 積極的に経営安定化資金を推進いたします。 

取 組 状 況  平成 25 年度実績 

 1 件 2.6 億円。 

 お申出の案件ごとに、誠実に対応致しました。 

 経営安定化資金の実績 

51 件 4 億円。 

２． 事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業

に適した資金供給手法の徹底 

 

 (1) 担保・保証に過度に依存しない融資の徹底  

 ① 法人・個人事業者向けローンの推進  法人・個人事業者向けの事業性ローンの取組みを積

極的に推進いたします。 

取 組 状 況  平成 25 年度の実績 

179 件 1.9 億円。 

 経営者保証に関するガイドライン研究会が、平成 25

年 12 月 5 日に公表した「経営者保証に関するガイド

ライン」を踏まえ、当組合はお客様と保証契約を締結

する場合、また保証人のお客様が本ガイドラインに

則した保証債務の整理を申し立てられた場合は、本

ガイドラインに基づき、誠実に対応するよう努めてま

いります。 

(2) 中小企業に適した資金供給手法の徹底  

 ① 債権（売掛金）譲渡担保融資の活用  売掛金債権を担保とする融資の活用を行ないます。 

取 組 状 況  平成 25 年度の実績 

7 件 4 億円。 

② 新規融資案件相談窓口の設置  金融の円滑化を図るために、新規案件の申込に対し

て取組方針等を即日回答しております。窓口を開設

して以来、多くの実績により取引先からの評価を得て

いることから、今年度も引き続き取組みいたします。 

取 組 状 況  平成 25 年度の実績 

受付 288 件 674 億円。 

実行 206 件 460 億円。 
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３． 地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済

への貢献 

 

 (1) 地域活性化につながる多様なサービスの提

供 

 利用者満足度アンケート調査の継続的な実施によ

り、地域の利用者の資金ニーズや金融商品等の要

望を集積し、商品開発等を行い地域経済への貢献を

行ないます。 

 地元商工会議所（東大阪市、松原市、藤井寺市、河

内長野市、大阪狭山市、柏原市、羽曳野市、富田林

市、大東市、堺市）等との連携による会員への金融

商品を継続して提供してまいります。 

 取 組 状 況  第 9 回利用者満足度アンケート調査の実施。 

平成 26 年 3 月 12 日～3 月 24 日、調査先 780 先、

回収 775 先、回収率 99.4％、活動内容に関するアン

ケート8項目を実施しました。「お客様にとって当組合

の相談業務・情報提供のうち、今もっとも必要なもの

は何でしょうか」の質問に対して、「資産運用」との回

答が 244 件 34％と最も一番多い回答でした。 

 高石支店では大阪府・高石商工会議所との 3 者連携

協定により地域中小・小規模事業者や創業者等への

支援等による地域ネットワークを創設し、地域事業者

への資金支援等に取組んでいます。 

平成 26 年 2 月には藤井寺市商工会、藤井寺市との

産業振興・中小企業支援に関する協定を締結し、3

者が連携・協力して地域ネットワークとして創業支援

を始めとした事業者支援に取り組む体制を構築しま

した。 

４． 地域の利用者ニーズに応じた経営資源の投下状

況 

 融資推進部と営業店営業担当者との帯同訪問によ

る事業所開拓により、中小・小規模事業者への積極

的な融資推進を行ないます。 

 担保・保証に過度に依存しない融資を推進すべく人

材育成を図るために、財務分析能力向上の内部･外

部の研修に積極的に参加いたします。 

取 組 状 況  平成 25 年度の事業所開拓の実績 

141 件 8 億円。 

 担保・保証に過度に依存しない融資を推進すべく人

材育成を図るために、融資渉外研修会に参加させ、

知識吸収に努めました。 

（成協信用組合） 



 

５． 態勢の整備  

(1) 人材の育成  総務部を主担部とし、全国信用組合中央協会研修

所・大阪府信用組合協会において開催する研修に職

員を派遣いたします。 

取 組 状 況  大阪府信用組合協会主催の研修会 

・新人職員研修会 12 名参加

・金融法務研修会預金編 7 名参加

・次席者研修  3 名参加

・中堅(4～6 年目)職員研修会 8 名参加

・渉外担当者基本研修会 8 名参加

・初級管理者 OJT スキル向上研修会 5 名参加

・金融法務研修会融資編 6 名参加

・中小企業の融資推進強化研修会 5 名参加

・業種別審査・財務分析研修会 19 名参加

・クレーム対応基本研修会 10 名参加

・新人職員フォロー・日経新聞の読み方等研修会 

 12 名参加

・新規開拓推進研修会 5 名参加

・税務研修会 7 名参加

・窓口担当者基本研修会 6 名参加

・融資渉外研修会 5 名参加

・年金推進研修会 7 名参加

・コンサルティング型融資技術取得研修会 9 名参加

・コンプライアンスとストレス管理研修会 3 名参加

・高齢者取引トラブル対策実務講座研修会 10 名参加

・リスク管理とコンプライアンスの基本研修会 22 名参加

・管理者研修会 5 名参加

● 全国信用組合中央協会主催の研修会 

・次長講座 3 名参加

・内部監査講座 (講師として)3 名参加

・トップセミナー 1 名参加

・事業所開拓口座 2 名参加

・金融監査マニュアル研修講座 1 名参加

・人事制度活用講座 1 名参加

・融資審査講座 2 名参加

・企業財務分析講座 3 名参加

・支店長講座 １名参加

● 近畿信用組合の研修会 

・管理研修(人事評価・メンタルヘルス)  1 名参加

（成協信用組合） 



・税金セミナー「知っておきたい消費税の基本と対策」 

 1 名参加

以上上記の研修会に 193 名を参加させ、業務に関する

能力等の向上を図りました。 

(2) 外部専門家との連携  再生企業があれば、外部専門家と連携し取組んでま

いります。 

取 組 状 況  平成 25 年度実績 

2 先のお客様について、中小企業再生支援協議会に

おいて企業再生に向けて協議を行っております。 

６． 中央機関・業界団体が有する各種業務支援・補

完機能の活用状況 

 平成 22 年 10 月に創設されました「しんくみネット」は

インターネットを活用した業界独自の情報提供システ

ムで、組合員のネットワークを構築し地域内の組合

員が、全国の中小零細事業者等と地域・業域・職域

組合の組合員がネットワークでつながることにより、

組合員相互の交流が生まれ新たなビジネスチャンス

を広げていきます。 

 大阪府信用組合協会発行の「しんくみビジネスサポ

ート」誌に掲載された企業に、大阪府信用組合協会

主催の「第７回異業種交流会」に参加していただき、

ビジネスマッチング等による販路拡大等に繋がる側

面支援を進めてまいります。 

取 組 状 況  組合員向け家計診断及び企業向けしんくみの「あの

ねット」については、平成 22 年 10 月より「しんくみネッ

ト」にリニューアルされ、これに伴う「あのねット」は一

部機能を残して平成22年10月以降の活用は組合員

のネットワークを構築し、地域内の組合員とともに、

全国の中小零細事業者等と地域・業域・職域の組合

員がネットワークでつながることにより、組合員相互

間の交流が生まれ新たなビジネスチャンスが広がる

ことが期待できますが、今期は成果として上げること

が出来ませんでした。 

 平成 25 年 10 月 23 日「第 7 回異業種交流会」を開催

され 6 信用組合からの企業が参加、当組合から 16

社 21 名の参加を頂きました。会場ではビジネスマッ

チンングフェア・セミナー及び出展ブースでは自社製

品を展示し販路拡大を目指して精力的な交流会が催

され、複数のビジネスマッチングが図られるなど成功

のうちに終了しました。 

 

（成協信用組合） 




